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（
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
区
分
等
を
定
め
る
省
令
の
廃
止
）

第
二
条

情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
区
分
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
四
十
七
号
）
は
、
廃
止
す

る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
試
験
の
回
数
の
経
過
措
置
）

第
二
条

第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
試
験
（
以
下「
支
援
士
試
験
」

と
い
う
。）の
回
数
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
試
験
科
目
免
除
の
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第

三
条
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
第
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
若
し
く
は
旧
規
則
第
六
条
第

二
項
」
と
、
第
三
条
第
三
号
中
「
並
び
に
応
用
情
報
技
術
者
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
、
応
用
情
報
技
術
者
試
験
並
び

に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
高
度
試
験
の
」
と
あ
る
の
は
「
高
度
試
験
及
び
旧
規

則
の
規
定
に
よ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
の
」
と
す
る
。

（
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
試
験
合
格
の
特
例
）

第
四
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
る
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
又
は
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十

九
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
の
規
定
に
よ
る
テ
ク
ニ
カ
ル
エ

ン
ジ
ニ
ア
（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
支
援
士
試
験
に
合
格
し
た
者
（
た
だ
し
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
、
法
第
十
五
条
の
登
録
を
受
け
る
場
合
に
限
る
。）と
み

な
す
。

（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
実
施
さ
れ
た
旧
規
則
の
規
定
に
よ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試

験
に
係
る
事
務
に
対
す
る
旧
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
規
則
第
三
十
八
条
第
四
号
及
び

第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
高
度
試
験
の
」
と
あ
る
の
は
「
高
度
試
験
又
は
旧
規
則

の
規
定
に
よ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
の
」
と
、「
法
第
四
十
一
条
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
一
条
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
八
条
第
二
項
及
び
旧
規
則
第
六
条
第
二

項
」
と
、
第
三
十
八
条
第
五
号
中
「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
業
務
に
関
す
る
共
通
的
知
識
に
お
い
て
」
と
あ
る

の
は
「
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
業
務
に
関
す
る
共
通
的
知
識
又
は
旧
規
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
免
除
対

象
科
目
に
お
い
て
」
と
す
る
。

（
基
本
情
報
技
術
者
試
験
免
除
対
象
科
目
履
修
講
座
認
定
申
請
に
係
る
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
な
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
定
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
新
規
則
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
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